
一　　般　　会　　計 

国民健康保険特別会計 

後期高齢者医療特別会計 

下水道事業特別会計 

水　道　事　業　会　計 

合　　　　計

去年と比べると

84億7,862万2千円

9億4,901万1千円

7,725万8千円

2億6,814万3千円

2億8,645万7千円

100億5,949万1千円

24.6% 増加

０.4% 増加

5.８% 増加

-1.6% 減少

-0.4% 減少

20.0% 増加

第1位

一般会計の増減理由
（目的別の増減額が大きいもの上位３位）

　平成31年度当初予算は、歳入では自主財
源である町税の収納見込み額が年々増加し
ているものの収入総額に占める割合が依然と
して低い状況（7.8％）であり、地方交付税や国
庫・県支出金等の特定財源に大きく依存した
構造となっています。そのため、予算編成にお
いて更に厳しい状況となりました。一方、歳出
では義務的経費である人件費、公債費及び扶
助費の割合が高く、弾力性に乏しい財政構造

となっており、特に今後は公共施設の老朽化
による維持補修等及び高齢化の進展に伴う
社会保障費の自然増が予想されます。これら
の状況を打開するため、第2次久米島町総合
計画掲げられた各施策を基に予算配分し、教
育、福祉、産業分野など、町民の生活に必要不
可欠な行政サービスの維持と住民福祉の向
上に取り組めるよう予算を編成しました。

平成31年度予算編成のポイント

総務費　11億8,444万9千円の増加
•沖縄振興特別推進交付金（一括交付金）及び沖縄離島活性化推進事業の増額により対前年度比で
　約72.6％増加しました。

去年と比べると何が変わったのかな？

予算総額 100億5,949万1千円

まちの家計簿みてみよう
平成31年度

予 算

第2位
土木費　  2億1,548万4千円の増加
•兼城港旅客ターミナル整備事業、大原ビーチ線整備事業、儀間1号線道路整備事業の新規事業等に
　より約45.7％増加しました。

第3位
教育費　  1億7,212万8千円の増加
•学校施設耐震診断調査委託、博物館機能強化事業の新規事業等により約27％増加しました。

ドリー部チャレンジのもっと
詳しい活動内容や、沖縄県地
域づくり団体表彰の授賞式の
様子をまとめた報告レポート
をHPに掲載しています。
ぜひご覧ください！

平成30年度 特定防衛施設周辺整備調整交付金平成30年度 特定防衛施設周辺整備調整交付金

より良い町づくりに活用
特定防衛施設周辺整備
調整交付金とは

防衛施設（特定防衛施設）の設置または、運用により発生する様々な障害や周辺地域の生活
環境等に著しい影響のある自治体を対象に、公共用の施設の整備やその地域の生活環境の
改善等に寄与する事業に対し実施される交付金事業

保育環境の維持のため保育所運営に活用

　公立保育所運営事業に活用し、利用児童の健全育成・養
護の行き届いた保育環境の維持に活用しました。

子供たちの送迎用に10名乗り車両１台配備

　今年度開設予定の学童クラブ等の送迎などに活用する
ため10名乗りの車両を配備しました。

道路工事　調査･測量･実施設計

バス（町営路線バス）を１台配備

　儀間１号線道路は、道路沈下による舗装のひび割れや
法面崩落が発生しており、人や車両等の通行に支障をきた
し危険な状態となっています。平成30年度は、調査・測量・
実施設計を行い、今年度は道路整備を予定。これにより安
全で円滑な道路交通を確保できます。

　町営バスに車イス用リフトが搭載されたバリアフリー仕様の
バスを導入しました。
　町民のみなさんの大切な移動手段として活用されますので、
ご期待ください。

2t塵芥車を２台配備

　私たちの暮らしのなかで毎日出るごみを収集する塵芥
車 (回転板式･ダンプ排出式)２台を配備しました。この車
両はこれまでの車両と比べ低騒音・省エネ化が図られ、よ
り効率的な収集が期待できるため、今後、町民のみなさん
の生活環境の向上に応えられよう努力したいと思います。

儀間１号線　舗装ひび割れの状況

▲左側面

▲ステップ

▲後方◀右側面
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